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平成29年度新製品開発事例 

 

珪藻土ピザ窯（Dogama/ドガーマ）の開発経緯と販売状況 
 

能登珪藻土研究会 木地 一夫＊  

 

■技術開発の背景 

 珠洲市と七尾市の珪藻土関連企業の伝統の知恵と技術を結集し，平成21年4月に能登珪

藻土研究会が発足した。珪藻土はこれまで主にコンロや断熱レンガの材料として使われて

きたが，需要が先細る中で今のライフスタイルに合った商品を開発しようと金沢美術工芸

大学に協力をお願いした。そこで学生からアイデアを募る「コンロコンテスト」を開催し，

見事グランプリに輝いたのがピザ窯である。 

 

■技術開発の内容 

 グランプリを受賞したデザイン画を基に試作し，実際にピザ生地の焼け具合を確認した。

当初，熱源には炭火を使っていたが，熱が均一に行き渡らずピザの中心部がうまく焼けな

かった。この課題解決のため天井のくぼみ(図1)によって窯の内部に熱の対流を発生させ

ピザが均一に焼けるようになった。またパスタ産業展の出展をきっかけに熱源を炭火から

ガスに変え，内部構造の改良によりさらに窯内

部の温度が高温で安定し，連続して焼いても温

度が下がらないようになった。 

 

■製品の特徴 

珪藻土ピザ窯は，製鉄炉などの断熱材として

使用されている珪藻土レンガを貼り合せて作ら

れている。断熱性に優れていることから一般的

な石窯より早い約30分で窯内部の温度をピザ調

理に適した400℃以上に温められる。またピザ一

枚が約2分で焼き上がり，窯内部の温度が高くな

っても表面は素手で触ることができる。大きさ

もコンパクトで熱が周囲に逃げないことから設

置に特別な空調は必要とせず，カウンターなど

お客様の近くに設置できる。 

 

■今後の展開 

 現在，扉周りを改良した「Dogama K3」(図2)

を販売しており，販売開始から合計50台以上を

納入している。納入先は，北海道から九州まで

全国に亘るが関東地方は少なく，展示会などを

通じて今後も販売数を伸ばして行きたい。将来

的には本場イタリアへの進出を目指し，一歩一

歩着実に取り組んでいる状況である。 
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図１ 窯内部の構造 

窯内部

●くぼみにより熱対流が起きるため均一に
焼ける。

表面50℃

●珪藻土の断熱性により昇温が
早く窯の表面が手で触れる。

 
図２ 珪藻土ピザ窯「Dogama(ドガーマ)K3」 
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 【補 足 資 料】 

 
 


